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新年度のスタート 

６日（月）に新入生１２３名を迎え、全

校生徒３５３名で令和２年度がスタートし

ました。１年生は初めてのことが多く、し

ばらくの間は期待と不安を抱きながら学校

生活を過ごすことになると思います。教職

員と上級生が一体となって温かく迎え入

れ、支えていきますので、安心して毎日を

過ごしてください。昨年度までは小学校で

最上級生でしたので、基本的な生活については、きっとしっかりとできることと信じていま

す。 

２・３年生は進級し、一人ひとりが新たな目標や決意を抱いていることでしょう。一年の

間に、毎日や将来を「確かに生きる」ための力を、身に付けたり高めたりしてください。ま

た、これまで以上に仲間と認め合い、高め合い、充実した毎日を過ごしてください。 

 

教育目標『確かに生きる』 

昨年度より本校の「教育目標」を、『確かに生きる』と定めています。「教育目標」は教職

員だけが意識するべきものではなく、生徒のみなさん、保護者のみなさま、地域の方々等、

学校にかかわるすべての人が、共通のキーワードとして認識し、その目標達成に向かって一

体となって（協働して）取り組むべきと考えています。 

 ※令和２年度『学校づくりビジョン』を裏面に掲載しましたのでご覧ください。 

『確かに生きる』は、様々な捉え方ができるキーワードです。どのような姿を『確かに生

きる』と捉えるかについて、前記した多くのみなさん方と議論し、焦点化し取り組んでいく

必要があると考えています。しかし、それでは目標を具現化できませんので、大切にして欲

しい視点を以下に示します。生徒のみなさんが、学校生活はもちろんのこと、社会に出てか

らも、『確かに生きる』ことができるようになることが重要です。 

「心を込めて挨拶できる」 「時間が守れる」 「約束が守れる」 

「正しい生活習慣を身に付け実践できる」 「環境美化を意識し取り組める」 

「社会や他者とつながれる」 「問題や課題が解決できる」 「目標を設定し挑戦できる」 

少しむずかしい言葉もありますが、あまりむずかしく考えず、一つひとつに誠実に向かい

合うこと、できることからこつこつと取り組むこと、が大切です。 

学校に係わるすべての人が「良い一年だった」と言えるよう、取り組んでいきましょう。 
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